
平成 23年度 

＜地場産農産物の加工・販売に取り組む事例＞ 

○集落で生産した農産物を観光名所で加工・販売

１．集落協定の概要 

市町村･協定名 高知県香美市
か み し

土佐山田町
とさやまだちょう

 逆川上
さかかわかみ

 

協定面積 
17.1ha 

田（86％） 畑（14％） 草地 採草放牧地 
水稲 果樹、イモ類 

交付金額 
331万円 

個人配分   80％ 
共同取組活動 

 （20％） 
役員報酬  1％ 
農道・水路管理費  4％ 
機械借上料   15％ 

協定参加者 農業者 29人、非農業者１人 開始：平成12年度 

２．取組に至る経緯 

本地区には、国指定史蹟天然記念物に指定され、観光名所として有名な龍河洞があ

るが、観光客の減少等でやや地区全体の活気が失われているのが現状である。 

逆川上集落協定では、農業者の高齢化が進行していく中で、平成１２年度より集落

協定を締結し、農用地の保全、耕作放棄地発生の防止に取り組んでいる。 

３．取組の内容 

平成２２年度から農業生産活動等の体制整備として取り組むべき事項として「地場

産農産物等の加工・販売」を協定に位置づけ、龍河洞に至る参道で観光客が多い時期

に、年間１～２回程度ではあるが協定農用地で収穫したイモを活用し、「イモの天ぷ

ら（通称：イモ天）」を販売している。 

また、水路・農道等の補修による耕作放棄地発生の防止活動を行うとともに、耕作

放棄地発生防止のために共同での草刈りを実施している。 

病害虫被害での営農意欲衰退や地域全体での農産物の品質向上を図るため、水稲や

ショウガを中心に共同防除を実施している。

 【イモ天の販売】    【草刈作業】 



 
［集落の将来像] 

集落ぐるみの共同取組活動等により農業生産活動等の体制整備を行っていく。 

 

 

 
［将来像を実現するための活動目標]  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４．今後の課題等  

   現在、集落協定では継続して新たな地場産品の開発と研究が行われており、地域

の活性化に向けた取り組みを模索している最中である。 

また、この活動に加えて、協定内では今後の農用地の保全、耕作放棄地発生の防

止に向けた活動に重点を置いており、今後は、後継者の育成を行うと共に、後継者

が地域に残って生計を維持できるような体制整備を構築していくことが課題とな

っている。 

 

 
 
［第２期対策の主な成果］ 
 
新規就農者を確保（H17 0人 → H22 1人） 
非農家との連携活動を実施（H17 0人 → H22 3人） 

 

 

 

農地の耕作・管理 
（田 14.7ha 畑 2.4ha） 

個別対応 

 

景観作物作付け 
（コスモス等を作付け） 

共同取組活動 

 

農業生産条件の強化 
水路・農道の補修 
（水路－簡易補修） 
（農道－480ｍ） 
（随時実施） 

共同取組活動 

 

水路・農道の管理 
・水路 2.3km（年 2 回） 
  清掃、草刈り 
・道路 5.8km（年 2 回） 

草刈り 
共同取組活動 

 鳥獣被害防止柵の設置 
（随時実施） 

共同取組活動 

 

集団的サポート体制の構築 
 
継続困難な場合は集落営農

組織が農地を引き受ける 

共同取組活動 

 

 

 

 

 

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備 

協定農用地の拡大 
 
協定内で協議を進め、農用

地の拡大を図る 

共同取組活動 

 

 

 

 

 

地場産農産物の加工販売 
 
年間１～２回程度、観光客が

多い時期に協定農用地で収

穫したイモを活用し、イモ天

を販売 

 
共同取組活動 

 


